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研究成果の概要（和文）：石田慎一郎（研究代表者）と松園万亀雄（研究分担者、連携研究者）はイゲンベ地方で、馬
場淳（研究協力者）はティガニア地方で、草の根の紛争処理・回避に関する民族誌調査と、都市部の裁判所における紛
争処理の実態についての資料調査を実施した。久保山力也（連携研究者）は、主要都市における性産業における紛争回
避の実態について聞き取り調査を実施した。久保秀雄（連携研究者）は、ナイロビにおいて交通事故の処理に関する聞
き取り調査を実施した。本研究は、ケニア国立博物館を受入研究機関として実施し、成果の一部を同博物館出版物とし
て2015年4月に刊行した。ほか、研究成果を学術論文、国際学会口頭発表等において開示している。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the possibilities and challenges of indigenous sy
stems of justice in local communities of Kenya, and their relations with the official systems. The project
 aims to: 1) accumulate an enormous amount of data on informal justice and the operation of indigenous law
 in local societies; 2) observe the operation of African customary laws under formal law; 3) examine how t
he formal legal systems are connected to the informal systems; and 4) discuss how alternative justice comp
atible with African perspectives can be possible in Kenyan legal pluralism. Intensive fieldwork was done i
n Igembe (S. Ishida and M. Matsuzono) and Tigania communities (J. Baba) and major towns (R. Kuboyama and H
. Kubo). The four-year research project has been concluded with publication of a book, "Culture in peace a
nd conflict resolution wihtin communities of Central Kenya" (National Museums of Kenya, April 2015) and ot
her journal articles and book chapters.
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 本研究でフィールドワークを実施するケ
ニアでは、ほんらい高い公共性が付託されて
いる行政、警察、学校教育そして法（司法を
含む）において、不正や汚職が早急に解決さ
れるべき国民的課題のひとつとされている。
本研究は、とくに法に注目し、ケニアをはじ
め現代アフリカ諸国で、法の公共性の基盤が
非常に脆弱だとされる現状について、その原
因を問う。ヴェルナー・メンスキー(Menski,	 
Comparative	 Law	 in	 a	 Global	 Context,	 2006)
は、こうした現状を、裁判官や行政官の不
正・汚職行為だけに還元して理解するのでは
なく、国家法における西洋法ヘゲモニーの残
存や、グローバルな人権言説とローカルな社
会規範との矛盾等を含めて考察した。本研究
は、3 つのリサーチ・フォーカスの設定によ
り、以上の問題意識をケニア調査に敷衍し、
確固たる基礎研究とそれに基づく応用研究
にとりくむ。すなわち、紛争回避と紛争処理
の両面に関する実証研究（RF1、RF2）のうえ
に、従来の紛争回避・処理メカニズムのいず
れにも還元しえない法の新しい可能性（現状
批判にもとづくオルタナティブ・ジャスティ
スの探究）、法への働きかけによる新しい社
会構想の可能性を問う（RF3）。	 
 
２．研究の目的 
	 現代アフリカにおける法の公共性とは何
か。本研究は、以下(1)(2)(3)のリサーチ・
フォーカス（RF）を設定してケニアの農村と
都市でフィールドワークを実施し、狭義のジ
ャスティス（法）が広義のジャスティス（正
義）に寄与するための課題、あるいは公正な
社会に寄与しうる法の公共的な役割を解明
する。すなわち、(1)紛争回避プロセスに着
目し、日常的な人間関係の組織化をミクロレ
ベルで観察する実証研究にとりくむ。(2)公
式・非公式の紛争処理プロセスに着目し、当
事者対抗的な紛争処理によって結果的にも
たらされる勝者と敗者、とくに後者の実証研
究にとりくむ。(3)紛争回避・紛争処理のメ
カニズムに対する現状批判もふまえた、新し
い社会構想の礎となる法の公共性を、オルタ
ナティブ・ジャスティス研究の視点から問い
直す創成的研究にとりくむ。	 
 
３．研究の方法 
	 本研究は、4 年間にわたりケニアでフィ
ールドワークを実施する。代表者と分担者
は、これまで、ケニア国立博物館やナイロ
ビ大学アフリカ研究所の研究者との協力体
制のもと長年にわたって調査研究に取り組
んできた。本研究は、これまでの実績のう
えに、新たに連携研究者と研究協力者を加
えて、上記研究目的により新たに組織する。
ケニア国立博物館（メル博物館とキシイ博
物館）を連絡拠点に定め、イースタン州ニ
ャンベネ県・メル県とニャンザ州グチャ
県・キシイ県の農村ならびに都市（地方裁

判所、弁護士事務所、農作物市場、警察署
など）でフィールドワークを実施し、首都
ナイロビ（国立公文書館、ナイロビ高等裁
判所、国立博物館）では文献収集をおこな
う。研究成果は、国際シンポジウム（ケニ
ア国立博物館ならびに首都大学東京にて開
催）ならびに論文集刊行により開示する。	 
	 
４．研究成果	 
石田慎一郎（研究代表者）と松園万亀雄（研
究分担者、連携研究者）はイゲンベ地方で、
馬場淳（研究協力者）はティガニア地方で、
草の根の紛争処理・回避に関する民族誌調査
と、都市部の裁判所における紛争処理の実態
についての資料調査を実施した。久保山力也
（連携研究者）は、主要都市における性産業
における紛争回避の実態について聞き取り
調査を実施した。久保秀雄（連携研究者）は、
ナイロビにおいて交通事故の処理に関する
聞き取り調査を実施した。本研究は、ケニア
国立博物館を受入研究機関として実施し、成
果の一部を同博物館出版物	 “Culture	 in	 
peace	 and	 conflict	 resolution	 within	 
communities	 of	 Central	 Kenya”として 2015
年 4 月に刊行した。本書は、ケニア国立博物
館研究員ジュグナ・ギチェレをはじめとする
ケニア側研究協力者との共同事業の成果で
もあり、ケニア国内の図書館、博物館、学校、
研究機関、地域コミュニティに 300 冊を無料
配布し、研究成果の現地還元をおこなう（こ
れとは別に、日本国内ならびに海外の研究
者・研究機関むけに 100 冊を配布する）。ほ
か、研究成果を国内外の査読制学術論文、国
際学会口頭発表等において開示している。	 
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